
2023年度東アジア国際言語学会 第 11回大会（シンポジウム・研究発表） 

 

日時：2023年 2月 3,4日 

会場：オンライン(Zoom) 

※Zoom 参加情報については会員・発表者・講演者には事務局よりメールでお知らせしています 

※非会員の方は Web より参加申し込みをお願いします 

参加費：無料（会員でない方も参加できます） 

 

第１日目 ２月３日（土） ※研究発表は発表 20分、質問 10分を目安にして行ってください。 

 

13:00-13:05 開会の辞：須田義治（大東文化大学） 

研究発表 司会：青木萌（長野大学） 

13:05-13:35 
1 馮 一峰（北洋大学講師） 

「中国語の類別重複語について」 

13:35-14:05 

2 小川都（専修大学兼任講師) 孟慧（専修大学兼任講師) 

「中国語の「是」に関する教授方法の一提案 

―中国語初級学習者の「是」の誤用分析を通して―」 

14:05-14:35 
3 ホーラーヌパーブ・シースダー（大東文化大学大学院）  

「ラオス語のアスペクトマーカーyuuについて―日本語のシテイル形との対照―」 

14:35-14:45 休憩 

研究発表  司会：大塚貴史（大東文化大学） 

14:45-15:15 
4 石澤瑋（北京師範大学大学院） 

「上代語「とりもつ」の同訓異語と意味把握」 

15:15-15:45 
5 傅慧青（上海外国語大学大学院） 

「「ちょっと」の意味指向に関する一考察」 

15:45-16:15 
6 祁吉曼（山東大学大学院） 

「日本語の因果範疇を表す複文の関連標記の連続的統合構造についての一考察」 

16:15-16:25 休憩 

研究発表  司会：趙海城（明星大学） 

16:25-16:55 

7 田潤潤（山東大学大学院） 

「コーパス辞書学の理論的背景と実践的探求 

－日中両国におけるコーパス辞書学に関する研究の比較評論から」 

16:55-17:25 
8 郝文文（名古屋大学大学院）  

「日本語の機能動詞「招く」と中国語の“导致”の対照研究」 

17:25-17:30 閉会の辞：時衛国（山東大学） 

17:30-18:00 理事会 

  



第２日目 ２月４日（日）※研究発表は発表 20分、質問 10分を目安にして行ってください。 

 

 

 

 

13:00-13:05 開会の辞：高橋雄一（専修大学） 

研究発表  司会：石井宏明(東洋大学非常勤講師)  

13:05-13:35 
1 時衛国（山東大学） 

「“十分＋程度副词”构式」 

13:35-14:05 
2 彭広陸（北京理工大学)  

「日本語教科書における「視点」のあり方」 

14:05-14:15 休憩 

講演 司会：須田義治（大東文化大学） 

14:15-14:55 
【講演】橋本陽介（お茶の水女子大学） 

「修辞的文法論の可能性—日中の節連鎖構造を例に」 

14:55-15:35 

【講演】前田直子（学習院大学） 

「日本語教育のための文法研究再考―希望表現「～たいです。」と条件表現「と・ば・

たら・なら」の研究から―」 

15:35-15:40 閉会の辞：王学群 

15:40-16:10 総会 


